
赤澤経済再生担当大臣とラトニック米国商務長官及び 

ベッセント米国財務長官の協議 

令 和 ７ 年 ８ 月 ８ 日 

内 閣 官 房 

１．米国・ワシントンＤ．Ｃ．を訪問中の赤澤亮正経済再生担当大臣は、現地時間

８月７日１０時３０分から約１８０分間、ハワード・ラトニック米国商務長官（The 

Honorable Howard Lutnick, Secretary of Commerce of the United States of 

America）と、同日１６時１５分から約３０分間、スコット・ベッセント米国財務

長官（The Honorable Scott Bessent, Secretary of the Treasury of the United 

States of America）と、それぞれ協議しました。 

２．双方は、今般の日米間の合意の下、日米両国の利益となるような取組を着実に

実施していくことの重要性を改めて確認しました。 

３．その中で、赤澤大臣から、相互関税に関する合意の内容を改めて確認した上で、

米側に対し、可及的速やかに、相互関税に関する大統領令を修正する措置を取るよ

う、また、自動車・自動車部品の関税を引き下げる大統領令を発出するよう、強く

申し入れました。 

４．引き続き、様々なレベルで米側との緊密な意思疎通を続けてまいります。 


